
編集後記
　今月号の特集は「膠原病治療薬と感染症」です．
　物事には裏と表があります．経済発展には格差の
拡大がつきものですし，political correctness を追求
すれば普通に生活している人々の不満が爆発すると
いうわけです．昨年は英国の EU 離脱や米国大統領
選挙でのトランプ旋風など，これまで当たり前のよ
うに民主主義が目指していると思っていた方向性に
疑問を呈する人々も多いという現実が明らかになり
ました．善悪ではなく，表と裏の両側面があるとい
うことを踏まえた上で知恵を出し合っていくしかな
いのでしょう．医学の世界でもやはり表と裏があり
ます．当たり前ですが良く効く治療には副作用が伴
います．膠原病の治療は急速に進歩しています．以
前はアスピリンとステロイドだけを頼りにしていま
したが，若年性特発性関節炎にメトトレキサートの
使用が始まってからというもの，瞬く間に小児の膠
原病，自己免疫疾患，自己炎症疾患，血管炎の諸疾
患に多くの免役抑制薬や生物学的製剤が導入される
ようになり，治療成績が飛躍的に向上しています．
しかし，本来生体防御機構である免疫や炎症という
仕組みを押さえ込むという治療法は，感染症を呼び
込みやすいということでもあります．今月の特集で

は，副腎皮質ホルモン，免役抑制薬，生物学的製剤
にともなう感染症への対策と，とくに B 型肝炎，帯
状疱疹，ニューモシスチス肺炎についての解説をお
願い致しました．治療には効果と副作用の両面があ
ることは誰でもわかっているでしょうが，どちらに
ついても深く知った上で最良の治療を心がけたいも
のだと思います．
　綜説では小児の異常死体への対応という重いテー
マと，人工内耳という科学技術の進歩を実感する
テーマを頂きました．他にも DIC，先天性横隔膜ヘ
ルニア，免疫不全者への水痘ワクチンなど，治療指
針やガイドラインに則した解説を頂いています．ど
のテーマも日常診療に役立つばかりでなく，最新の
知見がふんだんに盛り込まれています．
　ロタウイルスのワクチンは実用化されましたが，
ノロウイルスをはじめとした感染性胃腸炎が流行し
ています．感染症と人間との戦いは常にいたちごっ
この感があります．せめて治療によって呼び覚まさ
れる感染症には万全の対策で望みたいものです．

（伊藤　保彦）
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